平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 1，We’re Talking 8
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

How can we go to ～? で交通手段をたずねたり，by ～で交通手段を説明したりする会話をすることができる。
評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアローグ）】ExerciseのSkitとパラレルなタスクを行う。

How can we go to ～? で交通手段をたずねたり，by ～で交通手段を説明したりする会話をさせ，その出来を評価する。ExerciseのSkitとパラレルなタスクを行う。
教師と生徒のロール・プレイによるテストを行う。地図１枚とロール・プレイ・カードを数セット用意する。隣町の人と地元の人のロール・プレイを交互に行う。ロール・プレイ・カードを生徒に見せた後に，教師が生徒を一人ずつ面接する。
留意点
テストの際は，生徒がもとの教室に戻って情報交換をすることのないように，人の動きに配慮する（教室１に待機させ，教室２で試験後，教室３に移動させる。また、待機中およびテスト終了後に行う課題を与えておく。）ことが必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

A：How can we go to ～? と言って，交通手段をたずねることができると同時に，by ～と言って，交通手段を説明することもできる。
B：How can we go to ～? と言って，交通手段をたずねることができると同時に，by ～と言って，交通手段を説明することができる。
C：交通手段をたずねることも説明することもできない。
評価課題：

※ロール・プレイ・カードは５セット程度用意

＜隣町の人用＞　（教師用）　　　　　　　　　　　　＜地元の人用＞　（生徒用）

＜地図＞


解答例：
＜生徒が旅行者＞

Student: Excuse me?
Teacher: Yes.
Student: Can I ask you a question?
Teacher: OK.

Student: How can we go to City Hall?

Teacher: We can go by bike or bus.

Student: How far is it?

Teacher: About 1 kilometer.

Student: I see.  I go by bike.  Thank you.

Teacher: You’re welcome.

注意点

　基本的には，授業で学習したSkitを基にした会話である。したがって，あまり自由度は求められない。ここでの評価対象は，How can we go to ～? とby ～ の部分なので，それ以外の部分の出来は評価基準に到達しているかどうかの判断には影響を与えない。






地図


※地図は１枚用意


・場所は８ヶ所程度、分散してイラストで描かれている。


・電車の路線が引かれている場所やバス、自転車の絵が描かれている場所がある。


・所要距離も書かれている。





ロール・プレイ・カード


あなたは、地元の人です。道に困っている人からいろいろ聞かれたら、地図を見ながら答えてください。








ロール・プレイ・カード


あなたは、隣町の人です。駅前で市役所への行き方が分からず困っています。通りかかった地元の人に行き方や、距離についてたずねてください。








